
立命館宇治高等学校　「法政特殊講義」後期：私法
第１０回　①私的自治：約款＜４＞

2009.12.10. 佐藤　敬二

はじめに

1)本日の講義内容

　1.50分→宿題について班で討論し、班の見解を決める→発表・議論

2.50分→私的自治についての講義　　　　　→　コメントペーパー作成

3.50分→私的自治・歴史についての講義　　→　コメントペーパー作成
2)前回の講義内容：公法と私法の区別

　3)今回の講義内容：私的自治の意義

＊講義テーマ：約款の拘束力を全面的に承認してよいのか。

１．公法と私法の区別　→　近代私法の成立

1)近代市民革命

  2)基本的人間像：対等平等な独立した人間


設問：近代市民革命前の人間関係はどのようなものでしたか。

　

　3)思想的背景


設問：近代的人間像を提示した思想は何で、その主要な論者は誰でしょうか。

２．民法典と契約自由の原則

　1)民法典　→　パンデクテン方式　cf.ローマ法大全


設問：民法典の構成はどのようになっていますか。

2)近代民法の基本原則


設問：近代民法の３つ（ないし４つ）の基本原則とは何ですか。

　

3)契約自由の原則


設問：「契約自由の原則」とはどのような意味ですか。


設問：「契約自由の原則」の４つの内容は何ですか。

３．近代民法から現代民法へ

　1)近代市民法の限界


質問：近代市民法にはどのような意義と限界があるでしょうか。

2)契約自由と正義・公正


質問：近代社会の契約自由観と、現代社会の契約自由観ではどこが違うと思いますか。

　3)契約自由の保障方法


質問：自由な契約のためには、近代民法の原則以外に、どのような条件が必要だと思いますか。

　

4)公正の実現手段


質問：現代社会において、公正を実現するためにはどのような手段によればよいでしょう。

　

1.実質的自由の確保

　　2.実質的「私人」の創出

　　3.公的規制

４．論点：約款の拘束力

1)約款とは何か

2)約款の効力規制

　　行政的規制、立法的規制、契約論としての規制

3)拘束力の根拠

　　法規説 vs.　契約説

4)内容の合理性

5)約款の規制・有効性　→　［資料］参照


質問：約款には全面的な拘束力があるでしょうか。

　


［コメント・ペーパー］の記述と提出


以下の点について、記述し提出してください。　　　　　　　　　

a)講義を受講して学んだこと

b)自由記述

　　　　　　　＊なお、講義に関する質問は、b）に記載してください。

＊趣旨

主体的に講義を受講することが必須であるため、その姿勢を涵養する一助とする

成績評価の対象であるレポートとは別物（レポート評価の際に考慮に入れる）

＊提出方法

　　レジュメに挟み込んでいる「小テスト用紙」に書き、私まで提出すること

＊記載時間　　５分以内で書くこと
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